
第３章	
 演習問題解答	
 

	
 

3.1	
 命名法は pp.34-37 を参照。(c)では，p.37（例 7）を参照すること。	
 

	
 (a)	
 3-メチルペンタン	
 (b)	
 3-メチルヘキサン	
 (c)	
 3-エチル-4-メチルヘキサン	
 

	
 (d)	
 2,2-ジメチルオクタン	
 	
 (e)	
 7-イソプロピル-2,4,7-トリメチルデカン	
 

	
 

3.2	
 命名法は pp.34-37 を参照。(d)では，p.37（例 7）を参照すること。	
 

	
 (a)	
 2-メチルプロパン	
 (b)	
 2,2,4,4-テトラメチルペンタン	
 	
 

	
 (c)	
 2,4-ジメチルペンタン	
 (d)	
 3,3-ジエチル-2,5,6-トリメチルヘプタン	
 

	
 

3.3	
 C6H14には 5 種類の構造異性体がある(p.32)。命名法は pp.34-37 を参照。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

3.4	
 命名法は pp.34-37 を参照。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

3.5	
 命名法は pp.34-37 を参照。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

3.6	
 p.42,	
 p.43,	
 p.28 を参照。	
 

	
 (a)いずれもアルカンの直鎖構造で分子の形は同じであるので，分子量で比較する。分子量の大

きな方が分子間力（分散力）が大きく沸点が高い。	
 

	
 

	
 (b)	
 アルカンの構造異性体では，分子量が同じであるので、分子の形で比較する。直鎖構造の

方が枝分かれのある構造より分散力が大きく沸点が高い。	
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(c)	
 アルカンの構造異性体では，直鎖構造の方が枝分かれのある構造より分散力が大きく沸点が

高い。	
 

	
 

	
 

	
 

3.7	
 	
 p.39 図 3.3 を参照してニューマン投影式を線結合構造に直し，命名する。(a)	
 手前の炭素

には２つのメチル基が、後ろの炭素にはエチル基とプロピル基が結合している。(b)では，p.37

（例 7）を参照して命名すること。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

3.8	
 pp.40-41 参照。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

3.9	
 pp.40-41 参照。	
 

	
 いずれも二つの重なり形配座，ねじれ形配座が考えられる。2 つのメチル基が重なっている重

なり形(B)が最もエネルギーが高く不安定，ねじれ形(C)が最もエネルギーが低く安定な配座であ

る。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

	
 

3.10	
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